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胎が皮革であると推定した。また、表面が赤色の塗
膜は下地が厚く、胎は消失しており、皮革と胎との
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Ａ地点 ( 写真 1)　








殻片がわずかに付着する。写真 4 は試料 03 の塗膜
断面を透過光下において観察した結果であり、断面




















きる。その結果、試料 03 では 2 単位の塗膜がある
ことになる。
03 04・05
写真 1　A地点の漆製品出土状況 写真 2　試料 03 の検出面 写真 3　試料 03 の貝付着面
写真4　試料03の塗膜断面（透過光） 写真 5　試料 03 の塗膜断面拡大 写真 6　試料 04 の検出面
写真 7　試料 04 の裏面 写真 8　試料 04 の塗膜断面 写真 9　試料 04 断面の上部拡大
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写真 10　試料 05 の検出面 写真 11　試料 05 の貝付着面 写真12　試料05の塗膜断面（透過光）
06・07
写真 13　試料 06・07 検出地点 写真 14　試料 06 の検出面 写真 15　試料 06 の貝殻付着面
写真 16　試料 06 塗膜断面（透過光） 写真 17　試料 06 塗膜断面拡大 写真 18　試料 07 の漆塗膜
写真 19　 試料 07 の塗膜裏面 写真 20　試料 07 塗膜断面（透過光） 写真 21　黒色層の拡大
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試料 05(KD88-96 ヤリ下 2)　　　試料 05 は試料 04
の直近で、ヤリの呑み口付近の下部に遺存した塗膜




褐色と黒色の塗装が 1 単位となってそれが約 4 単
位、水平方向に重なっており、その様子は試料 04
の下部の塗膜と類似する。
試料 06(KD88-Da12-1- 中 )　　　試料 06 は写真 13
に示す如く試料 03 の北約 30cm 付近で検出された
塗膜の集中した箇所である。写真 14 に示した塗膜
片の表面に赤色顔料が付着し、そこに 2 列の縫痕
( 赤丸内 ) がみえる。写真15 にその裏面を示したが、
この塗膜面には貝片が付着し、一部に無色の縫糸が
遺存する ( 赤丸内 )。写真 16 は赤色顔料が付着した
最表層のみが剥離した塗膜断面を示したもので、右
方の赤丸印内で塗膜が右上に反っている部分は縫糸






























B 地点から試料番号 02、08、10、11、12 の５点
の試料を採取した。














空洞 ( 赤丸 ) が接しており、その周囲を黒色層が覆っ
ており、黒色層は塗膜の表面に突き出ている。
試料 08(KD6-12-10-Ga 北 )　　　写真 29 に試料 08
の検出状況を示したが、この塗膜には鋸歯文様があ






















写真 22　Ｂ地点の漆塗膜出土状況 写真 23　表面に鋸歯文のある塗膜 写真 24　試料 02 の検出面
写真 25　試料 02 の貝付着面 写真 26　試料 02 の塗膜断面
（赤丸部分は文様部）
写真 27　文様部分の拡大
写真 28　試料 02 の塗膜断面拡大 写真 29　試料 08 の出土状況 写真 30　試料 08 の検出面
写真 31　試料 08 の裏面 写真 32 試料 08 の塗膜断面 写真 33 試料 08 塗膜断面の拡大
写真 34　試料 08 中心の黒色層の断面 図 35　試料 08 糸断面の拡大
写真 36　試料 10 の検出面
（貝付着）
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写真 38　試料 10 の断面（透過光） 写真 39　試料 10 の塗膜断面の拡大
写真 40　試料 10 の糸断面の拡大 写真 41　試料 11 の検出面 写真 42　試料 11 の貝付着面
写真 43　試料 11 の塗膜断面 写真 44　同拡大 写真 45　試料 12 の検出面
写真 46　試料 12 の貝付着面 写真 47　試料 12 の塗膜断面（透過光） 写真 48　貝に付着した面の拡大
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然としない。







がみえる。2 層の布の両側に薄い黒色層が 1 ないし
2 層重なり、その外側に黄褐色層が約 3 層重なって
おり、検出面である上方が下方よりも厚くなってい
る。
試料 12( 貝 L 北 )　　　写真 45 は試料 12 の検出面








































写真 50　試料 01 の検出面 写真 51　試料 01 の裏面
写真 52　試料 01 の塗膜断面
（透過光）
写真 53　試料 01 の塗膜断面拡大 写真 54　黒色層中の空洞
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写真 55　 櫛の歯を緊縛
した糸と黒漆
写真 56　 櫛の歯表面の糸と漆 写真 57　櫛の歯と糸の断面








写真 61　刀剣鞘外面に貼られた布と下地 写真 62　布繊維断面の拡大（カラムシ）
写真 61　刀剣鞘外面に貼られた布と下地 写真 64　鞘内面に貼られた絹布
かに遺存する。写真 61 はその断面である。写真の
下部に、水平方向に木部の板目の放射組織 ( Ⅰ ) が、
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質の上に直接 1 層の布層がある。写真 66 は布層を































































写真 65　 鞘内面の絹布の断面 写真 66　 鞘内面の絹布の断面
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の塗膜の重なりが極めて判別しにくくなったのであ
るが、A 地点の漆製品は少なくとも 3 単位、B 地点





02( 写真 26) では、文様のある部分の下方は塗膜が
崩れて厚さを増しており、左端にみられるように
本来の塗膜の厚さは 1mm 強で完結している。試料
02 のごとく、本来の塗膜の厚さが 1mm 強であっ
たとすると、A 地点では試料 03、04 が、B 地点で




















　A 地点より出土した試料 06 の塗膜表面 ( 写真
14) には刺し縫いの孔が並んでいるのがみえる。そ
写真 67　紫金山古墳出土漆塗膜 写真 68　紫金山古墳出土漆塗膜 (断面 )
の裏面 ( 写真 15) には無色の糸が遺存していた。さ














同じ孔から 1 本が表に、もう 1 本が裏に回るよう
に刺すことを指摘しており、それを根拠に胎を皮革
と判断したのである [ 京都大学文学部博物館 1993; 
小林 1962]。
4) 胎に貼られた布の種類
　B 地点より出土した試料 08、C 地点より出土し
た試料 01 の断面には黒色の胎の両面に布層が貼ら


























同定である。赤色顔料を SEM-EDS 分析した結果 ( 写
真 69)、水銀と硫黄が検出され、辰砂由来とみられ



























　大成洞 88 号墳の床面 3 地点より出土した漆塗膜
の断面を薄片にして断面構造を顕微鏡観察し、それ
図 1　赤色顔料の SEM-EDS 分析結果
表 1　赤色顔料の分析結果
元素 質量濃度 [% ]
砒素 17.8
水銀 82.2
図 2　骨粉の SEM-EDS 分析結果
表 2　骨粉の SEM-EDS 分析結果




























































　( 京都大学文学部博物館図録 第 6 冊）思文閣出版 .
西安市文物保護考古所 2009『西安東漢墓』文物出版社 .
原載 :
오카다 후미오・임지영 2015「김해 대성동고분군 
88 호분 출토 칠기 조사 보고」『金海大成洞古墳群
－ 70 号墳主槨・95 号墳－』( 博物館学術叢書 第















とができる [ 岡田ほか 2009]。
　本研究は復元が困難な漆器残片に対して光学顕
微鏡および走査型電子顕微鏡 (SEM-EDS)、赤外分
光法分析を行って漆器の製作技法を調査し、先行研
究と比較し、88 号墳出土漆器の特徴とその性格を
究明しようとするものである。
